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第
20
回
作
家
展

前
期
展
示
作
品

会
期
／
前
期　

平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）
〜
10
月
５
日
（
水
）

　
　
　

後
期　

平
成
23
年
10
月
7
日
（
金
）
〜
10
月
12
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
作
っ
て
い
く
過
程
が
大
切
、
意
図
を
持
っ
て
、
作
家
の

人
格
を
樹
に
刻
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。（

清
香
園
）
山
田
登
美
男

盆
栽
と
は
、
人
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
て
永
い
人
生
を
旅
す
る
よ
う

な
も
の
。
盆
栽
作
家
は
自
然
を
手
本
と
し
て
学
び
追
求
し
、
人
の

心
が
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
作
品
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

（
竹
楓
園
）
須
藤 

進

盆
栽
の
生
育
の
過
程
で
の
試
練
か
ら
、
生
き
る
事
、
死
ぬ
事
の
厳

し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　 

 

（
春
花
園
）
小
林 

國
雄

第 20 回 作家展 開会式テープカット（於：大宮盆栽美術館）

3

五葉松 石付き（銘 蒼穹）
山田登美男　常滑楕円水盤
銘の「蒼穹」とは、蒼い空を意味
する漢語である。天高くそびえる
ような石の姿と、空の上の雲のよ
うに配された松葉の緑が印象的な
作品である。

真柏　小林國雄　新渡外縁長方
見所は、幹の正面で複雑なうねりを見せるシャリの造形であろう。
自然の厳しさに耐える、力強い生命力を感じさせる作品である。



黒松　小林國雄
舟山長方
苔むした幹と力強い
枝葉の躍動感が、観
る者を圧倒する、堂々
たる作品である。

仏手柑　菊岡成泰
和均釉正方
仏手柑は、仏の手のよ
うな実の形から、その
名が付けられた。緑か
ら黄に次第に色づきは
じめ、秋の訪れを知ら
せてくれる盆栽である。

赤松　矢内信幸　南蛮丸
軽やかでリズミカルな動きを見せる枝ぶり
が、際立つ作品である。水石と組み合わせる
ことで、空間の広がりも生み出されている。

ヨーロッパ赤松懸崖　鈴木英夫
南蛮丸
ヨーロッパの高山の岩場に自生する赤松で、
五葉松のように短い葉を特徴とし、その厳し
い環境が想像される。細い幹はねじれを帯びて、
複雑な動きを見せている。

五葉松（銘 松国宝）　阿部健一　和長方行山
円形をなした松を基本にして、自然の山の姿を映し出す
ように作られている。バランス良く配された枝や葉が
印象深い作品である。

五葉松　須藤雨伯　紫泥外縁長方
五葉松ならではの松の景趣（けいしゅ）を作り上げ
た作品。長谷川等伯の描く松林図を彷彿（ほうふつ）
とさせる、見事な一鉢である。

45 ※ 13 頁の後期展示作品へ続く

五葉松 石付き　野上寿明　寿山
鋭い刃先を持つ剣のような頂は、中国の厳しい自然を
想起させ、そこに生きる植物の、生命への執着心が見
てとれる。
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私
の
古
い
友
人
で
大
変
な
親
日
家

で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
50
年
位
貿

易
の
仕
事
の
関
係
で
来
日
し
、
盆
栽

も
ご
夫
婦
で
愛
好
さ
れ
た
ス
タ
ホ
ー

ド
・
ジ
ョ
ン
ズ
氏
に
招
か
れ
て
、
ロ

ン
ド
ン
に
娘
と
二
人
で
訪
問
し
た
の

が
２
０
０
２
年
の
秋
頃
で
あ
っ
た
。

夜
遅
く
彼
の
自
宅
に
到
着
し
、
翌

朝
、
庭
に
出
て
御
棚
を
拝
見
し
て
驚

い
た
の
で
す
が
、
盆
栽
が
霜
を
か
ぶ

り
寒
そ
う
に
凍
え
て
い
た
。

し
か
し
、
落
葉
樹
の
冬
芽
が
ま
ぶ

し
い
ぐ
ら
い
に
ピ
ン
ク
色
に
輝
い
て

元
気
に
歓
迎
し
て
く
れ
た
よ
う
で
、

嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

彼
の
住
ん
で
お
ら
れ
た
場
所
は
ロ

ン
ド
ン
郊
外
で
、
直
ぐ
近
く
に
有
名

な
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

景
観
の
別
荘
地
で
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
10
日
間
の
滞
在
中
、

５
日
間
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
過
ご
し

た
わ
け
だ
が
、
園
内
は
大
変
に
広
く
、

東
洋
関
係
で
は
日
本
庭
園
と
中
国
庭

園
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

主
な
目
的
は
、
彼
が
50
年
間
で
収

集
愛
盆
さ
れ
た
盆
栽
の
育
成
管
理
に

つ
い
て
の
相
談
指
導
で
あ
っ
た
。

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
園
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、

「
植
物
に
関
し
て
は
世
界
一
で
あ
り
、

当
園
に
な
い
の
が
盆
栽
だ
け
で
す
。

今
後
は
、
盆
栽
に
つ
い
て
も
力
を
入

れ
て
行
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
球
上
の
10
％
位
、
め
ず
ら
し
い

品
種
を
管
理
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
盆

栽
だ
け
が
無
か
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
そ
の
規
模
と
い
い
、
内
容
の
素
晴

ら
し
さ
は
一
見
に
値
す
る
。

彼
の
自
宅
に
残
っ
た
10
鉢
の
盆
栽

は
小
品
・
中
品
の
大
き
さ
に
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
楽
し
げ
で
あ
っ
た
。

私
共
の
庭
の
山
も
み
じ
の
実
を
い

つ
も
拾
っ
て
は
帰
り
、
丹
精
し
育
て

上
げ
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
と
聞
い

て
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も
手
放

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

な
る
ほ
ど
彼
は
奥
さ
ん
と
二
人
で

実
性
か
ら
育
て
ら
れ
た
か
わ
い
い

も
み
じ
を
眺
め
て
は
、
日
本
を
想
い

だ
し
て
お
ら
れ
た
と
強
く
感
じ
入
り

ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
も
み
じ
ら
し
く
木
ぶ

り
も
良
く
、
20
セ
ン
チ
前
後
に
よ
く

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
何
よ
り
も
実

性
か
ら
の
鉢
持
ち
込
み
の
よ
さ
が
よ

く
表
れ
て
お
り
、
本
物
の
盆
栽
が
こ

こ
に
存
在
す
る
と
思
っ
た
。
約
30
年

間
の
鉢
で
の
培
養
育
成
は
、
樹
格
・

品
格
・
年
輪
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

自
然
ら
し
さ
の
美
が
生
ま
れ
、
畑
に

下
ろ
し
て
栽
培
さ
れ
た
物
と
の
差
が

大
き
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

時
代
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
全
盛
で

あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
時
代
で
あ
れ
ば

こ
そ
の
時
間
を
か
け
た
盆
栽
創
作
活

動
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
作
家
精

神
が
貴
重
な
存
在
に
な
る
わ
け
で
す
。

魅
力
あ
る
年
輪
の
木
肌
の
美
し
さ

や
風
格
模
様
は
自
然
と
一
体
に
な
る

よ
う
、
盆
栽
芸
術
を
高
め
る
努
力
が

求
め
ら
れ
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
て

い
る
。

日本盆栽作家協会代表幹事

山田登美男

年 輪 と 品 格

《BONSAI》

花
かりん

梨　
左は、75 年前の写真で、右はその現在の姿。長い年月を経た品格が漂う。（大宮盆栽美術館所蔵）



日本盆栽作家協会ヨーロッパ支部主催
2011 年 9 月 23 日〜 26 日

イタリア・リバルタ・ヂ・トリノ

BONSAI イタリア大会

（左上）　ミラノ市風景
（左・上）　盆栽大会場にて

　

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
市
郊
外
の
チ
ス
テ
ル
チ
ェ
ン
セ
修

道
院
に
お
い
て
、
日
本
盆
栽
作
家
協
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支

部
主
催
の
盆
栽
大
会
に
講
師
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
模
様
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

地
元
の
盆
栽
に
か
け
る
期
待
も
高
く
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
ト
リ
ノ
副
市
長
や
リ
バ
ル
タ
市
長
も

一
緒
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
ほ
ど
で
し
た
。
私
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
な
ん
の
へ
ん
て
つ
も
無
い
株
立

ち
の
木
が
、
ア
ル
プ
ス
の
崖
に
風
雪
に
耐
え
る
吹
き
流
し

を
表
現
す
る
と
会
場
か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
拍
手
が
鳴
り
止
ま
ず
感
動
も
の
で
し
た
。
夜
は
、
市

長
な
ど
も
交
え
た
懇
親
会
等
で
、
盆
栽
談
義
が
お
お
い
に

弾
み
、
小
鉢
や
掛
け
軸
、
本
等
、
盆
栽
に
関
係
し
た
品
物

を
景
品
と
し
た
宝
く
じ
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
有
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（日本盆栽作家協会講師）

　　吹田 勇雄

★
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２
０
１
２
年
２
月
、
イ
タ
リ
ア　

ト
ス

カ
ー
ナ
州
に
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

　

フ
ラ
ン
キ
ー
盆
栽
は
、
日
本
の
盆
栽
園
と

は
規
模
が
違
う
。
実
は
、イ
タ
リ
ア
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
最
も
盆
栽
が
盛
ん
な
国
で
あ
る
。

盆
栽
の
輸
出
入
量
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
か
と
思
わ
れ
る
。
全
国
的
な
イ
ベ
ン

ト
が
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一
過
性

の
ブ
ー
ム
で
は
決
し
て
な
く
、
園
芸
の
一
分

野
と
し
て
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
盆
栽
作
家
協
会　

小
林
國
雄
）

◎ 
イ
タ
リ
ア 

フ
ラ
ン
キ
ー
盆
栽
培
養
場



日本盆栽作家協会　中国交流記
2011 年 10 月 28 日
中国　江蘇省南通市

2011 中国盆景久 杯精品展

（右）デモンストレーション。
（上）開会式。　（左上）展示作品。
（左）開会の挨拶をする主催者 Sun Fang 氏。

　

現
在
の
中
国
の
盆
栽
界
は
、
す
さ

ま
じ
い
勢
い
で
あ
る
。
江
蘇
省
南
通

市
に
、
須
藤
進
氏
と
共
に
、
大
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
国
の
盆
栽
の
特
徴
は
、
豪
快
で

伸
び
や
か
で
あ
る
。
す
べ
て
の
規
模

が
大
き
く
、
す
さ
ま
じ
い
熱
意
が
感

じ
ら
れ
る
。
日
本
の
雅
趣
・
風
韻
を

取
り
入
れ
、
小
さ
な
鉢
で
持
ち
込

み
、
生
命
の
極
限
の
境
地
と
品
格
を

求
め
る
趣
向
で
、
欧
米
の
自
然
を

取
り
入
れ
た
繊
細
な
生
命
力
の
表

現
と
は
一
線
を
画
す
る
個
性
と
言

え
る
。
今
後
は
培
養
管
理
の
研
究
、

鉢
合
わ
せ
や
景
道
の
作
法
な
ど
を

習
得
し
、
樹
・
鉢
・
卓
の
三
位
一
体

の
調
和
を
理
解
し
た
時
、
よ
り
深
い

盆
栽
文
化
が
花
開
く
で
あ
ろ
う
。

　

会
場
で
須
藤
氏
が
作
家
協
会
を

代
表
し
て
挨
拶
を
し
、
私
は
大
き

な
真
柏
の
改
作
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

（日本盆栽作家協会常任幹事）

　　　　　小林 國雄

　

２
０
１
２
年
４
月
６
日
、
上
海
か
ら
南

へ
車
で
三
時
間
、
36
キ
ロ
も
あ
る
橋
で
海

を
渡
り
、
寧
波
と
言
う
所
に
着
く
。

　

山
を
切
り
拓
き
、
大
規
模
な
盆
栽
公
園

を
造
成
し
て
い
る
。
盆
栽
の
手
入
れ
を
頼

ま
れ
、
吹
田
氏
と
秋
山
氏
と
共
に
、
一
週

間
ほ
ど
、
仕
事
を
し
て
来
た
。
盆
栽
の
大

き
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は
、
た

だ
々
驚
か
さ
れ
る
。　
　
　
（
小
林
國
雄
）

中
国 

寧ニ
ン
ポ
ー波
盆
栽
公
園

1011

★



12

皐月（銘 大盃）　秋山実　新渡外縁楕円
石付きの幹の立ち上がり、繊細な葉や幹の重なり、
それぞれの姿が大木を想わせる作品である。

真柏 　吹田勇雄　古渡烏泥
本作品は、シャリと幹がお互いに軽やかな曲線を描くことで、
気品あふれる姿となっている。

後
期
展
示
作
品

13

真柏（銘 明星）　山田登美男　古渡烏泥撫角長方
うねりを持った大きな幹の大胆さと、気品を兼ね備えた真柏である。
深い山奥で、ひときわ光輝くという意味から、「明星」と名付けられた。

盆
栽
コ
ラ
ム

自
然
美
の
縮
図

松
本
清
張

日
本
の
芸
術
は
、
自
然
美
を
圧
縮
凝
集
す
る
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
人
ほ
ど
四
季
の
自
然
に
感
情
が
影
響
さ
れ
、

ま
た
心
情
を
自
然
に
仮
托
す
る
も
の
は
世
界
に
あ
ま

り
無
い
。

そ
し
て
、
広
い
自
然
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
す
芸
術
は

世
界
一
で
あ
る
。
和
歌
、
俳
句
の
短
詩
が
い
か
に
自

然
の
詠
歎
に
発
し
て
い
る
か
を
み
る
が
よ
い
。

庭
園
、
盆
景
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
縮
図
形

式
は
、
容
易
に
旅
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
往
時
の
日
本

人
が
、
日
常
生
活
の
中
に
「
自
然
」
を
持
ち
込
み
、

そ
れ
を
観
賞
す
る
希
求
か
ら
生
ま
れ
た
と
思
う
の
だ

が
、な
か
で
も
盆
栽
は
自
然
を
象
徴
す
る
樹
木
に
よ
っ

て
、
深
山
幽
谷
や
広
闊
な
高
原
を
現
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
居
な
が
ら
に
し
て
心
が
幽
す
い

な
山
野
に
遊
ぶ
の
で
あ
る
。



五葉松（銘 世紀の夢）
須藤雨伯
絵紅泥外縁長方
　五葉松の理想ともいうべき
作品。龍が天に昇り、雲が
たなびくさまが、動感あふ
れる印象的な作品である。

五葉松　今井千春 
大正渡袋式楕円
　豊かなふくらみを持った根元
と、後方からせり上がるよう
に流れる幹が、調和の取れた、
美しい作品である。

赤松　田中泰道　新渡中国
うねりながら円を描くように、上へ上へと立ち上が
る幹が見どころの一点。この動きは、まるで龍が天
へ昇っていく姿を想わせる。

長寿梅　矢内信幸
和均釉長方
長寿梅は、木瓜（ぼけ）の
一品種。左右に腕を伸ばし
たような枝ぶりと、そこに
見え隠れする、朱色の花が
印象的な一鉢である。

14

花梨　小林國雄　誠山撫角長方
太くたくましい光沢のある幹が、大きな存在感を主張し、
黄味を帯びた実が、秋の訪れを伝えてくれる。見所の多
い作品である。

こまゆみ　山田寅幸
白釉丸
ところどころに朱を帯びた葉の色
が、これから訪れる秋の気配を感
じさせてくれる。また、葉の陰に
隠されて種をつけた、小さな実の
姿も愛らしい一鉢である。

※ ３月に当会に、 福
ふくだて

舘 治
おさむ

氏が新たに入会されました。また、都合により森前誠二氏が退会されました。
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